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公益財団法人岩手県文化振興事業団第77回理事会議事録 

 

 

１ 開催日時  令和８年５月22日（金） 午後１時30分～ 

 

２ 開催場所  トーサイクラシックホール岩手（県民会館）第２会議室 

 

３ 出 席 者  理事総数 ８名 

出席理事 ８名 

理事長 石 田  知 子  理 事 岩 渕  計 

理 事 長 内   努  理 事 熊 谷  常 正 

理 事 坂 本 美 知 治  理 事 佐々木  真一 

理 事 柴 田  和 子  理 事 菅 原  義 子 

監事総数 ２名 

出席監事 ２名       

監 事 佐々木  恵太  監 事 田 村  均 次 

 

４ 議 長   理事長 石 田  知 子 

 

５ 決議事項 

議案第１号 令和７年度事業報告及び附属明細書について 

議案第２号 令和７年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び

附属明細書並びに財産目録について 

議案第３号 公益財団法人岩手県文化振興事業団定款の一部改正について 

議案第４号 公益財団法人岩手県文化振興事業団理事候補者の選任について 

議案第５号 定時評議員会の日時、場所、議事に付すべき事項について 

 

６ 報告事項 

報告事項  令和８年度県出資等法人運営評価シートについて 

 

７ 議事の経過の要領及びその結果 

定刻、事務局長が、理事総数８名のうち８名出席により本理事会が定款第35条の規

定に定める定足数を満たしており、有効に成立した旨を告げた。 

次に、本日の決議事項に特別の利害関係を有する理事がいないことを確認した後、

開会を宣し、定款第34条の規定に基づき理事長が議長に就任し、議事に入った。 

 

（１）議案第１号 令和７年度事業報告及び附属明細書について 

（２）議案第２号 令和７年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び附
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属明細書並びに財産目録について 

 

議長は、議案第１号及び第２号を上程し、事務局長、県民会館館長、埋蔵文化財

センター総務課長、博物館副館長及び美術館副館長から別紙議案書に基づき説明が

行われるとともに、監事による監査結果の報告がなされ、その賛否を諮ったところ、

全員異議なくこれを承認した。 

 

≪質問・意見等≫ 

【熊谷理事】 

令和７年度に新規取得した、山口館跡出土法具レプリカの作製経緯及び博

物館での展示等今後の活用方法について伺いたい。 

 

【埋蔵文化財センター調査研究課長兼調査活用課長】 

事業団創立40周年を記念して展示事業を実施するにあたり、これまでの発

掘調査事業の成果を広く紹介するため、沿岸地域の出土品の中から山口館跡

出土品の法具を選定し、レプリカを作製した。 

今後の活用については、博物館での展示も考えていくが、移動展などで展

示し、県央以外の地域の方々に見ていただく機会を設けたいと考えている。 

 

【熊谷理事】 

県立博物館や県立美術館の料金改定が行われているが、条例改正の情報な

どは、理事会への情報提供等が欲しいところである。 

料金改定により入館料収入や観覧料収入が増えているようだが、指定管理

者料に反映されるのか。 

 

【博物館副館長】 

博物館の状況であるが、令和７年度に20円、令和８年度に10円の入館料の

値上げを実施した。県教育委員会からは条例改正の直前に情報提供があった

ものである。入館料の増減は、指定管理料に反映されていない。 

 

【石田理事長】 

岩手県の場合は、博物館と美術館は教育委員会が所管であり、入館料収入

等は全て県の収入となる仕組みである。入館料収入が学芸業務の充実に充て

られるよう、教育委員会に要望していきたいと考えている。 

今回レプリカを作製した山口館跡の法具は、鉄製の法具である。三陸地域

で多くの鉄が産出され、鉄製品が作られたことを示すものであり、三陸の地

域史にとって重要かつ象徴的なアイテムである。そういった背景も含めた情

報発信に努めたい。 
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【柴田理事】 

美術館の学生サポートスタッフについて、受入方法などの詳細を伺いたい。 

 

  【美術館学芸普及課長】 

    学生サポートスタッフは１年毎に募集しており、リーフレット等により大学や

専門学校に周知し、希望する学生がエントリーする。毎年10数名のエントリーが

あり、事業報告に記載の人数は１年間に活動したのべ人数である。 

活動内容としては、美術館の教育普及事業のサポートや、学生が自ら企画する

ワークショップの実施等であり、年度末に１年間の活動を締めくくる場を設ける。

賃金等は発生せず、ボランティア活動となる。エントリーする学生は、美術やボ

ランティア活動に関心を持つ学生である。 

 

（３）議案第３号 公益財団法人岩手県文化振興事業団定款の一部改正について 

 

議長は議案第３号を上程し、事務局長から別紙議案書に基づき説明がなされ、採

決の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（４）議案第４号 公益財団法人岩手県文化振興事業団理事候補者の選任について 

 

議長は議案第４号を上程し、事務局長から別紙議案書に基づき説明がなされ、採

決の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（５）議案第５号 定時評議員会の日時、場所、議事に付すべき事項について 

 

議長は議案第５号を上程し、定時評議員会を次のとおり開催したい旨、事務局長

から別紙議案書に基づき説明がなされ、採決の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

ア 開催日時 令和８年６月18日（木）午後１時30分～ 

イ 開催場所 サンセール盛岡（３Ｆ 瑞雲） 

ウ 決議事項 議案第１号 令和７年度計算書類等の承認の件 

       議案第２号 公益財団法人岩手県文化振興事業団定款の一部改正の 

件 

議案第３号 理事選任の件 

エ 報告事項 令和７年度事業報告の件 

 

８ 報告事項 

報告事項 令和８年度県出資等法人運営評価シートについて 



4 

 

 

資料に基づき事務局長から報告があり、これを了承した。 

 

≪質問・意見等≫ 

【菅原理事】 

経営改善目標の「職員の資質向上」項目が、コンプライアンス取組状況の

共有回数のみの記載である。 

あらゆる法人において職員の資質向上は重要課題であり、当事業団は、多

くの専門職員が在籍し、令和７年度決算が増収増益となるなど豊かな法人で

ある。他の取組みについても検討いただきたい。 

 

【事務局長】 

コンプライアンスの目標については、各事業所においてコンプライアンス

の取組を毎月実施しており、その取組み状況の「情報共有」を年２回として

いる旨の記載である。 

 

【石田理事長】 

次の中期経営計画の策定時に、目標値の見直しをすることになろうかと思

うが、新たな取組として、職員のモチベーション向上を目的とした表彰制度

を新設した。目標の立て方については、今後検討したい。 

 

【菅原理事】 

健全経営の維持・確保に活用している利用者アンケートであるが、利用者

からの声を紹介していただきたい。 

 

【事務局長】 

本日は用意していないが、各事業所がまとめているものを用意したい。 

 

【熊谷理事】 

冒頭の理事長の挨拶でも触れられていたが、博物館法の改正に伴い、『博

物館の設置及び運営上の望ましい基準』が全面改正された。巷では博物館資

料の廃棄が取りざたされているが、重要なのは、基本的運営方針の策定であ

ろうかと思う。今後、基本的運営方針に基づく具体的な事業計画が求められ

る。各施設の事業計画が、基本的運営方針や中期経営計画に沿っているか、

整合性が取れているかを御確認いただきたい。 

また、公表・評価も求められており、時代に即した公表方法、評価者の多

様性なども御検討をお願いしたい。要望であり、答弁は不要である。 
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【石田理事長】 

菅原理事、熊谷理事から中期経営計画について御意見をいただいた。40周

年の節目を終え、今年度は様々な見直しに取り組んでいる中で、いただいた

御意見についても課題として持っていたところである。 

我々の使命、岩手のタカラを次世代に受け継ぐことを基本にしつつ、検討

していきたい。 

 

９ その他 

第78回理事会の開催と議事内容について 

事務局長から、６月18日の定時評議員会開催後に、業務執行理事の選任等を

議事内容とする第78回理事会を開催予定である旨説明があり、全員これを了承

した。 

 

以上をもって議事の全部の審議及び報告を終了したので、午後２時50分閉会を宣

し、解散した。 

上記議事の経過の要領及び結果を明確にするため、理事長及び監事が記名押印す

る。 

 

令和８年  月  日 

 

公益財団法人岩手県文化振興事業団 第77回理事会 

 

 

議  長                        印 

 

 

監  事                        印 

 

 

監  事                        印 

 


